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1 小学校国語 
（１）調査結果の成果と課題 
（２）課題となった問題の分析 
（３）質問紙調査分析 
（４）指導改善のポイント 
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小学校国語 成 果 課 題 

「～たり，･･･たり」や，「～なるな
らば」などの形を用いて，適切な
表現にして書くことはよくできて
います。 

○関連する問題（Ａ ６一・二） 

二つの詩を比べて読み，内容や
表現の工夫を捉えたり，自分の
考えを書いたりすることはよくで
きています。 

○関連する問題（Ｂ３一（１）・三） 

「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」な
ど，故事成語の意味と使い方を理解す
ることに課題があります。 
●関連する問題（Ａ２一・二） 
 
説明的な文章を読み，分かったことや
疑問に思ったことを整理し，それらを関
係付けながらまとめて書くことに課題が
あります。 

●関連する問題（Ｂ２二） 
  
物語文の情景描写の効果や，新聞の投
書における表現の仕方を捉えることに
課題があります。 

●関連する問題（Ａ３・Ａ４） 
 

１（１） 調査結果の成果と課題 
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１（２）① 課題となった問題の分析 
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小学校国語① 

●正答率が低いＡ問題 
・Ａ２一 本県４７．０％，全国５５．８％，（－８．８％） 
・Ａ２二 本県４６．６％，全国４９．９％，（－３．３％） 
 

 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

「五十歩百歩」「百聞は一見にしかず」など，
故事成語の意味と使い方を理解することに課題
があります。 
【Ａ２二解答類型】 
１（２６．７％），２（４６．６％），３（２６．４％） 
無解答（０．３％） 
  

 先人の知恵や教訓，機知に触れることができる
ように，実生活の中で意図的に活用する機会を設
けるなど，計画的に指導することが大切です。 
 例えば，三領域の言語活動と関連させて，出来
事の説明や調査の報告などを行う際に，故事成語
やことわざ，慣用句を使うという条件をもとに話
す指導が考えられます。 
 また，朝の会や帰りの会など日常的な活動で，
慣用句を使った１分間スピーチやクイズに取り組
むなど，継続した指導が必要です。 
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１（２）② 課題となった問題の分析 
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小学校国語② 

●正答率が最も低いＢ問題 
・Ｂ ２二  

    ・本県２４．４％ 全国２６．９％，（－２．５％） 
 

課題 
課題となった問題 

指導のポイント 

 説明的な文章を読み，分かったことや疑問に思ったことを整理し，
それらを関係付けながらまとめて書くことに課題があります。 
【解答類型】 
３つの条件をすべて満たしているもの（２４．４％） 
２つの条件を満たしているもの（１．７％） 
１つの条件を満たしているもの（２５．０％） 
上記以外の解答（４３．５％），無解答（５．４％） 
  

 「二文を一文にして書くこと」の具体的
な指導として，接続語「また」や「しか
し」などを，どのような言葉に置き換える
ことができるか挙げさせ，文を書かせる指
導が考えられます。 
 「『例えば』という言葉を使って書くこ
と」の具体的な指導として，参考となる文
章から具体例が示されている箇所を確認さ
せ，「例えば」を使って書くことに慣れさ
せる指導が大切です。 
【参考】 
平成２２年度調査問題【小学校】国語B４  
平成２５年度調査問題【小学校】国語B２三 
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１（２）③ 課題となった問題の分析 
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小学校国語③ 

●Ａ・Ｂ問題を通して全国平均と比べて差が大きい問題 
    ・Ａ３  
    ・本県５３．２％，全国５８．７％，（－５．５％） 

課題 

課題となった問題 

指導のポイント 

 物語文の情景描写を捉えることに課題があります。 
【解答類型】 
１（１９．７％），２（１５．３％），３（５３．２％）， 
４（１１．７％） 
無解答（０．１％） 
  

 物語などの文学的な文章を読む授業において，
描写の工夫（行動や表情，会話（内言），風景など）
の効果を理解できるように指導することが大切です。 
 その際，登場人物の心情などについて，直接的
に描写されているものだけでなく，暗示的に表現さ
れているものも捉えることができるように指導しま
しょう。  
【参考】 
平成２４年度調査問題【小学校】国語Ａ６  
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１（３） 小学校国語に関する質問紙調査分析 
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質問紙（小学校国語に関する内容）から見えてきたこと 

 多くの児童が，記述式問題の解答を最後まで書こう
と努力しています。一方，話の組み立てを工夫して発
表したり，考えの理由が分かるように書いたりするこ
とは，全国平均と比べて低い傾向にあります。 

○ 今回の国語の問題について，解答を文章で書く
問題がありましたが，どのように解答しましたか 

  「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 
• 本県76.9％，全国76.1％，（＋0.8） 

● 国語の授業で意見などを発表するとき，うまく伝
わるように話の組み立てを工夫していますか 

  「当てはまる」 
• 本県17.3％，全国19.0％，（－1.7）  

● 国語の授業で自分の考えを書くとき，考えの理由
が分かるように気を付けて書いていますか 

  「当てはまる」 
• 本県26.9％，全国29.0％，（－2.1） 

学校質問紙から 

〇 国語の指導として，前年度までに，補充的な学 
  習の指導を行いましたか 
  「よく行った」 

• 本県16.5％，全国14.1％，（＋2.4） 
● 国語の指導として，前年度までに，目的や相手 
  に応じて話したり聞いたりする授業を行いました 
   か  「よく行った」 

• 本県19.5％，全国20.7％，（－1.2） 
● 国語の指導として，前年度までに，漢字・語句な 
  ど基礎的・基本的な事項を定着させる授業を行 
  いましたか  「よく行った」 

• 本県46.4％，全国51.0％，（－4.6） 
 

児童質問紙から 
 補充的な学習の実施状況は，高い傾向にあります。
一方，目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業
や，基礎的・基本的な事項を定着させる授業の実施
状況は，全国平均と比べて低い傾向にあります。 
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１（４）① 授業づくりに当たって（小学校国語） 

7 

１ 指導事項等を確実に身に付けるための単元を貫く 
 言語活動を充実させましょう。 
 
・「身に付けたい力」「言語活動」「教材文」の有機的な関連付けを図ること。 
・児童の主体的な思考・判断が生かされる言語活動を設定すること。 
・思考力，判断力，表現力等を高めるための発問を工夫すること。 

 
２ 漢字，語句，故事成語の意味や使い方の定義を確実 
 に習得させましょう。 
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１（４）② 授業内容における改善のポイント（小学校国語） 
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〇 各教科等との関連を図りながら，話合い活動で，一人一人が 
 司会の役割を経験する機会を設けること。 
〇 書くことの授業において，直接的に描写されているものだけ 
 でなく暗示的に表現されているものも捉えることができるよう 
 に指導すること。 
〇 文学的文章では，登場人物の人物像を捉え，相互関係を明確 
 にしながら読むように指導すること。 
〇 先人の知恵や教訓，機知に触れることができるように指導し， 
 実生活の中で意図的に活用する機会を設けること。  

学力調査結果分析から見える課題の解決に向けた研究を 
                    充実させましょう。 
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